
　電子展示委員会は、平成１３年４月に、図書館内に

設置された。図書館では、平成１１年度に図書館ホー

ムページを全面改訂しており、その際既に貴重資料

の画像による提供を電子展示サービスとして開始す

ることの必要性が指摘されていた。ホームページを

開設する図書館において、１９９０年代後半にインター

ネットが広く普及し始める比較的初期の段階から、

いわゆる電子図書館機能を利用者に分かりやすい形

で提示する有効なコンテンツとして、インターネッ

ト上での所蔵資料の画像データの公開が試みられて

きた。当委員会では、まず先行事例の調査および予

算調整を行い、ようやく試験的に公開が可能な状態

に達することができた。ここでは、これまでの検討

の内容を報告したい。

１　アーカイブの必要性
　電子展示サービスは、所蔵資料のディジタル画像

を作成して、インターネットを通じて広く学内外の

利用者に対し、所蔵資料を紹介し、図書館活動への

理解を深めていただく目的がある。と同時に、図書

館に来館することなく所蔵資料を閲覧することで、

学内外の研究者の研究活動に寄与することが求めら

れているといえる。電子展示委員会では、当面の間、

研究者以外の学外の利用者に対して、広報的な目的

で画像を提供することを方針とした。研究目的での

画像データの提供には、資料の物理的な細部（紙質、

よごれ、発色等）を検証しうる画質の詳細画像を作

成し配信することが可能でなければならないが、将

来にわたり安定的に利用されうる画像フォーマット

が未確定であることや、インターネットを通じて配

信するにはファイルサイズが大きくなりすぎること

などから、現時点では研究者の利用に耐えうる画像

を作成し、提供することは費用対効果の面から見て

も時期尚早であると判断した。但し、将来的にイン

ターネットの転送速度が向上し、いわゆるブロード

バンドが広く普及することに備えて、所蔵資料の画

像をアーカイブとして保管することは必要だと考え

た。つまり、所蔵資料を将来詳細な画像が公開可能

な場合に対応できる画質でディジタル画像化し、現

時点ではインターネットでの配信が可能な圧縮ファ

イルを暫定的に公開することとした。すなわち、電

子展示委員会では、所蔵資料を継続的にアーカイブ

化し、そのアーカイブの機能のひとつとして電子展

示サービスを位置付けることが適切であると判断し

た。

２　画像作成の方法
　先行事例を調査した結果、所蔵資料のディジタル

画像化には、おおむね以下の４つの方法があること

が分かった。

　①マイクロフィルムを撮影し、マイクロフィルム

をスキャンする。②８×１０のような大判の写真フィ

ルムに撮影し、スキャンする。③上記の①②につい

てカラー撮影をするかモノクロ撮影を行うかが選択

しうる。④高解像度のデジタルカメラにより撮影す

る⑤資料を直接スキャンする。これらの方法の中で

は、①のマイクロフィルムを撮影したうえで、スキ

ャンする方法が現時点では一般的である。本学図書

館でもこの方法を選択し、カラーマイクロフィルム

を、本学図書館のデジタルアーカイブのマスターデ

ータとすることにした。その理由は、デジタルカメ

ラ撮影では、物理的に定着した成果物が存在しない

ため、画像ファイルの破損等の危険性が払拭できな

いが、カラーマイクロフィルムを適切に保管してい

れば、たとえ画像ファイルが破損したとしても再度

マイクロフィルムからスキャンすることにより画像

ファイルの作成が可能なためである。また、直接資

料をスキャンする方法は、資料を傷める可能性があ

るため採用しなかった。８×１０などの大判の写真フ

ィルムは、撮影の単価がマイクロフィルムと比較し

て極めて高価であるため、できるだけ沢山の資料を

限られた予算の中で撮影するために、採用しなかっ

た。

　カラー撮影を行うか、モノクロ撮影を行うかにつ

いては、カラー撮影では、経年的に発色の変化が生

じる恐れがあるが、学外の一般の利用者に対して主
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に広報の意味合いでも公開することや、近年のカラ

ーマイクロフィルムの質の向上などから、カラー撮

影を行うことにした。また撮影時にカラーチャート

を被写体とあわせて撮影し、発色の変化がある程度

類推できる様にした。

　撮影したカラーマイクロフィルムは、現像の段階

でコピー（デュープフィルム）を作成し、デュープ

フィルムをドラムスキャナーでスキャンして、

４００���の����画像ファイルを作成した。４００���という

画質を超える画質であっても、視認しうる画質の差

は少ないと考えられるため、この画質で撮影してお

けば将来異なるファイルフォーマットに変換する場

合があっても、使用に耐えうると考えたためであ

る�。この����ファイルをさらに����ファイルに圧縮

しインターネットでの公開用のファイルを作成した。

����画像ファイルはいわば、ディジタル画像ファイ

ルのマスターデータとなるものであり、����以外の

フォーマットの画像ファイルを作成する場合も、

����画像を変換することによりある程度対応が可能

である。

　どのフォーマットで画像ファイルを作成、提供す

るかに関しては現在のところ����ファイルをマスタ

ーとし、インターネットでの配信用に圧縮画像を作

成することが適切であると考えた。調査検討の段階

では、����ファイルの代わりに���ファイル、����

の代わりに����（デジャブ）も検討したが、今後の

継続的安定的な利用が保証できるかという点で疑問

が残ったため、採用しなかった。しかしながら、

���と����は、ともに画像を拡大して利用する場合

に非常に魅力的なフォーマットであると考えている。

特に、����については、次年度以降に����と並行し

て提供することを再度検討したい。

　また、これらの一連の作業は外部の業者に委託し

た。その際、����ファイルへのリンクを持つ����フ

ァイルの作成も依頼し、館内での作業の軽減化を図

った。

　このようにして作成した画像ファイルからは、解

説へのリンクを貼っている。なお、解説文について

は、愛媛大学助教授の神楽岡幼子先生にご尽力いた

だいた。

３　今後の課題など
　今年度は平成１３年度と１４年度に購入した、大阪の

絵師長谷川貞信の浮世絵資料をアーカイブの対象資

図書館フォーラム第８号（２００３）

８２



料としたが、継続的な事業としてアーカイブを作成

していくことを考えると、資料の選択をどのように

行っていくかを検討しなければならない。本学では、

電子展示委員会の活動とは別に、貴重書のマイクロ

フィルム撮影（モノクロ）を資料保存の意味で行っ

ているため、両者を統合することも検討する必要が

ある。

　また、撮影したカラーマイクロフィルムと����画

像ファイルを収めたＣＤ－ＲＯＭの保管について、

図書館資料として受入処理し、利用者の要求に応じ

て閲覧提供すべきかについても検討が必要である。

　インターネットでの提供に関しては、検索機能や

ＯＰＡＣでの検索結果から画像ファイルへのリンク

させるといった、ＯＰＡＣとの連携についても検討

が必要である。また、今年度は対象資料を浮世絵と

したため検討しなかったが、今後冊子体の資料を撮

影していく際には、内容をテキストファイル化し全

文検索をさせることも必要となるであろう。

�　「平成１３年度規格・新規ＪＩＳ原案作成委員会答申案

『紙文書及びマイクロフィルム文書の電子化プロセ

ス』ＪＩＳ解説」月刊ＩＭ　���．４１　��．７　�．１８�２７な

どを参照

�　「電子展示室」のアドレスは、次のとおりです。
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